
(
3
月
1
4
月
)

3
月
M
日
▽
「
職
場
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
及
び
り
ー
ダ
ー
養
成
講

習
会
」
開
催
(
講
師
森
本

正
樹
氏
・
参
加
三
名
・
玲

日
ま
で
)

那
日
▽
近
商
連
業
務
事
務
担
当

者
連
絡
会
懲
出
席
(
小

谷
専
務
他
三
名
於
当
所

)
▽
当
所
婦
人
会
三
月
例

会
開
催
(
出
席
野
村
会
長

他
十
六
名
)

四
日
▽
振
興
委
員
座
談
会
開
催

(
出
席
十
二
名
)
▽
交
通

運
輸
部
会
幹
事
会
開
催
(

小
松
部
会
長
他
九
名
)

訟
日
V
当
所
友
好
倶
楽
祭
委

員
会
開
催
(
出
席
西
田
委

員
長
他
十
五
名
)

器
日
▽
経
済
講
演
会
開
催
(
出

席
四
十
四
名
、
謡
師
日
銀

大
阪
支
店
長
中
川
幸
次
氏

於
奈
良
ホ
テ
ル
別
館
)

N
日
▽
卸
団
地
恊
議
会
W
 
(

出
席
中
谷
会
長
他
二
十
三

名
)

邪
日
▽
電
気
黒
日
祝
賀
会
に

出
席
(
木
戸
次
長
)
▽
浩

酒
品
評
会
褒
賞
授
与
式
に

出
席
(
小
谷
専
務
理
事
、

於
農
協
会
館
)

紛
日
V
薪
能
役
員
会
に
出
席
(

仲
野
指
導
員
、
於
南
大
門

舒
日
▽
県
信
用
保
証
協
会
理
事

会
に
出
席
(
小
谷
専
務
理

事
)

器
日
▽
第
四
回
近
畿
珠
算
競
技

大
会
に
出
席
(
小
谷
専
務

理
事
、
深
水
係
員
)

四
口
▽
近
畿
商
工
会
議
所
運
営

委
員
会
に
出
席
(
深
水
指

導
員
)
▽
副
会
頭
会
議
開

催
ワ
優
良
観
光
土
産
品
表

彰
式
実
施
▽
法
律
翻
実

施
(
件
数
一
件
)

4
月
1
日
▽
当
所
友
好
倶
器
準
備

委
員
会
開
催
(
出
席
西
田

委
員
長
他
二
十
四
名
)

2
e
V
当
所
婦
人
会
役
員
会
開

催
(
出
席
野
村
会
長
他
八

名
)
▽
「
第
三
回
日
中
友

好
の
翼
」
研
修
会
に
出
席

(
渡
辺
係
員
)

5
日
▽
副
会
頭
会
議
開
催
V
新

入
社
員
研
修
懲
実
施
(

参
加
者
六
十
五
名
八
日

ま
で
)

6
日
▽
公
害
健
康
被
害
補
償
研

修
会
に
出
席
(
波
辺
係
員

於
聖
吊
町
村
会
館
)

7
日
ワ
卸
団
地
協
議
会
正
副
会

長
会
議
開
催
(
中
谷
会
長

他
六
名
)

費雑
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計

)
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)

登
大
路

(
(
(
(
(
(

薪
体
栽
'
少
し
は
読
み
易
く
な

り
ま
し
た
か
?
▼
ま
た
、
お
気
付
き

の
方
も
お
あ
り
と
思
い
ま
す
か
,
事

業
所
訪
問
"
の
ぺ
ー
ジ
を
設
け
ま
し

た
▼
こ
の
企
画
毎
号
二
社
づ
つ
会
員

全
部
掲
載
t
る
と
、
何
と
七
0
年
も

か
か
る
と
と
に
な
り
ま
す
▼
そ
こ
で

規
謨
が
大
き
く
著
名
な
事
業
所
は

な
る
べ
く
避
け
、
無
名
で
し
か
も
ユ

ニ
ー
ウ
な
経
営
を
続
け
て
い
る
事
業

、

所
に
ス
ボ
;
を
あ
て
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
▼
「
あ
の
会
社
は

こ
ん
な
鴛
審
し
て
業
績
を
伸
ぱ
し

て
い
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば

こ
一
報
く
だ
さ
い
。
自
薦
、
他
薦

、を
問
い
ま
せ
ん
。

目
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3

月

3

r
一
訊゛

亜

き
五

詫

2

斤
史

議会
歴

工

の

商

i

東
京
会
議
所
の
設
立
②

町
会
所
制
度
は
実
に
八
十
三
年
の
永
き
に
わ
た
り
活
動
を
続
け

た
が
明
治
五
年
に
解
散
し
、
同
年
三
月
改
め
て
幽
治
機
関
と
し
て

東
京
営
繕
会
議
所
が
設
け
ら
れ
、
町
会
所
の
残
余
基
金
は
こ
れ
に

引
継
が
れ
た
。
同
年
九
刃
、
東
京
幕
所
は
東
京
会
議
所
と
名
を

改
め
、
養
育
院
の
設
置
、
ガ
ス
事
業
の
創
設
経
営
、
共
同
墓
地
の

設
置
、
商
法
講
習
所
(
後
の
商
科
大
学
)
の
開
設
等
を
行
な
い
、

叉
嘉
機
関
と
し
て
非
常
な
権
威
を
件
し
、
大
き
な
業
縫
を
あ

げ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
し
だ
い
皿
基
余
枯
渇
し
、
他
方
東
京

発
行
所奈

良
市
登
大
路
町

託
番
地
2

奈
良
商
工
会
議
所

編
集
責
任
岩

＼

＼
＼
＼

月

、

号

'

3

月

7

ι
、
』ι

リ

」

§

2

議
所
日

J
γ
ン
.

0

谷
武
芳

叡

嫁
奈
良
明
新
社

一
部
五
十
円

ミ

要

8

府
に
ょ
る
公
共
一
柔
の
活
発
化

民
選
府
議
会
の
実
現
等
を
契

、機
と
し
て
明
治
十
年
に
解
散
さ

才
ナ大

和
の
行
事
(
五
月
)

醍
、

、

9

、

蝕

'
鶚

、

一

、
越

、
.
'

気
"

入

゛

Π
・
松
日

▽
薪
能

巧
日
に
近
い
日
曜
日

▽
称
名
寺
珠
光
忌

杓
日▽

底
招
捉
寺
鼎
ま
き

2
日▽

火
安
寺
弘
法
大
師
型
供

舗
日▽

典
福
寺
・
般
若
寺
艾
殊
会

.

印
刷
所
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振興委員座談会

新入社員靭修講座開く

高度化資金貸付要項

私の観たアメリカ(ニ)

設備近代化要項
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件数

10

前年同月

66億
2,000万円

乗客数(3月)

3億

奈良市消費者物価指数(2月)

^
^

6億
2,131万円

900万円

抽要

月別

国鉄奈良駅

,心<上昇率
心対前剣比1対前年同月比

182.5 0.1

奈良交通名所めぐり

493,905

C

良公園奈良良厶園諄_
^^

14,860 '

416,871

(人)

-12-

フ.0

法降
ノ示
客

6,272

(国鉄奈良駅・奈良交通)

8,142

職業紹介状況(2月)

項
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2,163
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問有効求職者数

分

職者数、、

被服

介

ち(保)
職

一」、ー、ー^

1ヨノ"'

件

県への発求人数

件
数

(総理府統計局)

数

人

(奈良職安統計)
女
392

1,762
226
108

(計)
前年同月

94
2,97
43
24

住居光熱食料



会

武
一
郎
(
花
芝
商
店
街
)

一
光
(
手
貝
通
商
店
街
)

譜
郎
(
下
御
門
商
店
街
)

光
夫
(
儒
噐
店
街
)

勇
(
帯
解
商
店
会
)

井
上
五
男
(
三
条
通
三
商
会
)

戀
■
一

一
'
、

゛
徐
'
嘉

謬

新
年
度
予
算
も
決
ま
り
、
新
規
事

業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
の
時
期
に
あ

た
り
、
当
所
で
は
各
地
区
の
振
興
委

員
に
よ
る
座
談
会
を
開
催
し
た
。

今
回
の
座
談
会
で
は
、
小
規
模
事

業
1
特
に
講
習
会
や
巡
回
相
談
に

つ
い
て
議
論
が
集
中
し
、
有
意
菱
な

意
見
を
う
け
た
ま
わ
っ
た
。

当
所
で
は
、
こ
の
,
声
"
を
謙
虚

に
受
け
止
め
、
今
後
の
事
業
推
進
の

上
に
生
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

司
会
本
日
は
お
忙
し
い
と
と
ろ

振
興
委
員
儀
金
ビ
出
席
頂
ぎ
ま

し
て
有
難
う
ビ
、
さ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
日
の
議
題
で
t
が
,
講

習
会
や
巡
回
相
談
を
実
施
し
て
も
、

ど
ぅ
も
人
の
集
ま
り
が
悪
い
"
と
い

う
と
と
が
よ
く
出
て
く
る
の
は
ビ
存

劣
誇

.

ノ
.

1

轟

>

知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
と
で
、
と
罷
習
会
や
巡
回
相

談
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
今
後

の
進
め
方
、
テ
ー
マ
の
設
定
な
ど
に

つ
い
て
話
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

t
。山

中
テ
ー
マ
の
設
定
に
つ
い
て

だ
が
"
お
も
し
ろ
、
船
か
し
く
"
と

い
う
と
と
を
前
提
に
、
希
け
に
関

し
た
テ
ー
マ
を
送
ん
で
実
施
L
て
は

ど
、
つ
か
。

吉
本
私
も
そ
う
思
う
。
や
は
り

人
を
集
め
る
に
は
崟
が
儲
か
る
話

"
じ
ゃ
な
い
と
、
仲
々
人
を
集
め
る

の
は
難
か
し
い
と
思
う
。
ま
た
対
象

も
粂
種
に
分
け
、
各
々
に
合
っ
た

テ
ー
マ
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

〆
ミ

古
本

住
井

二

新
平
(
奈
良
織
業
協
会
)

英
文
(
奈
良
県
菓
子
玉
組
<
巳

佳
胴
(
奈
良
県
理
容
環
境
衛
生

イ
同
為
<
巳

上
村
英
作
(
富
雄
商
工
振
興
会
)

1
時
期
を
と
ら
え
た
講
習
会
を
1
-

上
村
(
文
)
咋
年
末
だ
っ
た
と
思

う
が
『
来
年
度
の
賃
金
問
題
の
考
え

方
」
と
い
う
講
習
会
の
案
内
が
き
た

年
末
の
忙
し
い
時
期
で
、
と
て

゛
、
、
力も

聞
き
に
い
け
る
状
態
で
な
か
っ
た

と
の
と
と
か
ら
開
催
日
時
も
考
え

0

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
と
の
よ
う

な
テ
ー
マ
の
時
は
、
春
闘
の
前
に
実

施
t
る
と
か
、
と
の
点
に
つ
い
て
も

一
考
を
要
す
る
と
思
う
。

司
会
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
次

に
、
と
か
く
会
議
所
と
の
つ
な
が
り

と
の
と
と
か
ら
、
テ
ー
マ
設
定
に

0当
た
っ
て
は
、
大
ま
か
な
、
抽
象
的

な
も
の
で
な
く
、
身
近
か
な
問
題
、

と
い
う
よ
り
さ
し
迫
っ
た
問
題
を
取

り
上
げ
、
そ
の
時
期
に
実
施
し
て
も

ら
い
た
い
。
年
中
R
の
よ
う
に
繰

り
返
し
て
実
施
t
れ
ぱ
よ
い
と
い
う

も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

司
会
奈
良
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ

】
ト
で
あ
る
三
条
通
り
の
方
で
は
ど

三
一
.
一

二

う
で
す
か
。

井
上
私
の
と
と
ろ
で
は
、
と
の

前
、
会
議
所
と
県
、
市
で
商
店
街
診

断
を
実
施
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
も
出
て
い
る
。
講
演
会
の

テ
ー
マ
も
、
と
の
診
断
報
告
に
基
つ

い
た
も
の
に
絞
り
、
実
施
し
て
も
ら

0

し
ナ
し司

会
鴛
商
店
街
の
場
合
は
ど

う
で
t
か
。

轟
い
と
言
力
れ
る
西
奈
良
地
区
に

つ
い
て
お
話
し
を
伺
い
た
い
で
t
が

-
ー
ー
夜
間
と
婦
人
層
を
対
象
に
ー
-

阿
士
私
の
地
区
峡
全
く
の
個

人
商
店
が
多
く
、
昼
に
講
習
会
を
実

施
し
て
も
ら
っ
て
も
手
が
雛
せ
な
い

と
と
ろ
が
多
い
。
時
問
を
十
ら
し
、

夜
闇
に
器
し
て
も
ら
え
ば
、
器

岩
も
増
え
る
と
思
う
の
だ
が

0

司
会
菓
子
玉
組
合
の
方
で
何

住
井
昨
年
八
月
に
、
私
の
地
区

で
、
商
店
街
巡
回
相
事
実
施
し
て

い
た
だ
い
た
が
、
や
は
り
参
加
人
員

が
小
ノ
な
い
。
私
の
考
え
で
は
、
テ
】
マ

を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
も
っ
と
身
近

か
な
も
の
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
よ
う

に
思
う
。
,
経
営
指
導
"
と
い
っ
た

大
上
段
K
ふ
り
か
ぶ
っ
た
テ
}
マ
で

は
、
ど
ぅ
し
て
も
集
り
が
悪
く
な
る

/、

0

ぎ
で
聞
き
に
い
く
、
と
い
う
と
と
は

な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

司
会
次
に
巡
回
相
談
や
診
断
に

か
ビ
意
見
お
聞
か
せ
願
い
た
い
の
で

t
が
。上

村
(
文
)
婦
人
厩
を
対
象
罷

習
会
を
開
い
て
は
ど
ぅ
か
。
私
の
所

属
す
る
組
合
で
独
自
罷
習
会
を
開

催
し
た
が
非
常
に
集
り
は
良
い
。
近

頃
は
女
性
の
方
で
も
、
お
祭
り
さ
わ

備
住
友
銀
行
奈
良
支
店
で

は
、
と
の
橡
ど
△
溌
動
が

行
わ
れ
、
新
支
店
長
に
宮
崎

文
雄
氏
〔
写
真
)
(
旧
朝
倉

栄
一
氏
)
響
任
。
野
氏

の
後
任
議
員
と
し
て
宮
崎
氏

驫
任
さ
れ
た
。

-
ー
よ
り
親
密
さ
を
も
っ
て
ー
ー

古
田
商
店
街
診
断
も
結
構
だ
が

そ
れ
よ
り
も
店
自
体
の
診
断
を
や
う

て
も
ら
い
た
い
。
商
店
街
と
い
う
英

然
と
し
た
も
の
を
対
象
に
、
通
り

つ
ぺ
ん
の
診
断
で
な
く
、
一
歩
突
っ

込
ん
で
実
施
し
て
も
ら
い
だ
い
。
そ

う
t
れ
ぼ
会
議
所
と
の
つ
な
が
り
も

深
ま
る
と
思
う
。

山
岡
私
も
会
議
所
と
親
密
感
を

深
め
る
と
い
う
こ
と
武
同
感
で
あ
る

会
豊
を
払
う
時
だ
け
会
需
の
存

0在
を
認
め
る
と
い
う
の
で
は
情
け
な

巡
回
に
関
し
て
一
言
え
ぱ
、
店
一

0

一
軒
巡
回
t
る
ぐ
ら
い
の
意
気
込

2

亀

二
一
一
:
ー
ニ

f
.
亀

〆

(

つ
い
て
お
話
し
を
伺
い
た
い
と
思
い

ま
t
。
下
御
門
商
店
街
の
古
田
さ
ん

ど
ぅ
で
す
か
。

局
長
魯
多
本
貞
三
入
通
称
一
鼎
)

氏
を
登
用
し
た
。

貴
多
本
局
長
は
、
三
十
一
年
冏
に

わ
た
り
県
芝
奉
職
、
奈
良
警
奪

長
を
最
後
戸
勇
退
、
市
舗
装
公
社
常

務
理
事
、
鼎
美
公
鞘
務
取
締
役

を
歴
任
し
た
。

ま
た
、
脚
近
畿
相
亙
銀
行

奈
良
支
店
で
も
器
が
あ
り

新
支
店
長
璽
原
保
雄
氏
〔

写
真
)
(
旧
熨
田
貞
利
氏
)

が
着
任
、
そ
れ
ぞ
れ
当
器

員
に
就
任
さ
れ
た
。
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み
で
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っ
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ら
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会
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所
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対
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ま
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思
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,
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司
会
貰
重
な
ビ
意
見
有
雌
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
、
曾
会
な
り

巡
岡
相
談
を
実
施
t
る
に
あ
た
り
参

考
に
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
t

ま
た
、
こ
れ
を
機
会
に
振
興
委
員

0

の
方
々
と
連
絡
を
密
に
し
て
会
議
所

活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
ゆ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
日
は
ど
ぅ
も
有
雑
う
、
こ
ぎ
い
ま

し
九

'
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カ
ン
バ
レ
ノ
.
新
入
社
員

リ
新
入
社
員
研
修
講
座
1

一
日
も
早
く
立
派
な
社
会
人
K

1
新
入
社
員
の
季
節
を
迎
え
、
当

所
で
は
市
と
の
共
催
で
四
月
五
日
か

ら
八
日
ま
で
新
入
社
員
の
研
修
器

を
開
催
し
た
。

参
加
者
は
六
十
五
名
男
子
コ
ー

ス
と
女
子
一
般
霧
及
び
販
売
コ
ー

ス
に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
マ
ッ
チ

し
た
テ
ー
マ
で
進
め
ら
れ
た
。

最
終
日
の
八
H
に
は
、
男
女
混
合

表
し
て
肝
奈
良
市
経
済
部
長
、
小

谷
当
所
専
務
蛋
が
そ
れ
ぞ
れ
激
励

の
言
葉
を
送
り
、
四
日
問
に
わ
た
る

研
修
の
幕
を
閉
じ
た
。

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

研
修
を
終
え
て

「
僕
は
、
電
気
工
事
の
仕
事
に
つ
く

が
、
と
の
研
修
を
受
け
て
感
じ
た
こ

と
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ウ
の
大
切
さ
と
い

で
「
仕
事
に
生
き
が
い
を

見
い
出
す
に
は
」
と
い
っ

た
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
デ

イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施

滅
ら
つ
な
意
見
が
交
換

、さ
れ
る
な
か
、
あ
る
男
子

の
新
入
社
員
は
「
私
の
会

社
で
は
、
や
れ
ぱ
や
る
恢

ど
金
が
^
か
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
一
態
命
仕

事
を
し
、
そ
こ
に
生
き
か

を
見
い
出
し
た
い
」
と
い

つ
た
意
見
も
出
さ
れ
、
現

在
の
若
者
の
ド
ラ
イ
な
一

面
も
う
か
が
わ
せ
て
い
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ノ
ノ

う
こ
と
で
あ
る
。
先
輩
の
一
言
う
と
と

を
よ
く
聞
き
、
一
日
で
も
早
く
一
人

前
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

た
い
。
」藪

内
電
気
商
会

上
野
真
一
君
(
十
八
才
)
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「
私
が
と
の
会
社
へ
入
っ
た
の
は
車

が
好
き
だ
っ
た
か
ら

も
う
職

0

場
に
つ
い
て
い
ま
す
が
、
研
修
を
受

け
て
、
応
対
の
仕
方
や
言
葉
使
い
が

大
切
な
こ
と
だ
と
新
た
め
て
わ
か
り

ま
し
た
。

今
後
は
早
く
職
場
の
雰
囲
気
に

慣
れ
る
と
と
も
に
女
性
ら
し
き
も
忘

れ
十
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

t
。
」側

力
ー
サ
ビ
ス
エ
リ
ャ
・
マ
ス
オ
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王
代
さ
ん
(
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九
才
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今
後
の
景
気
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通
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は
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1
経
済
講
演
会
開
く
ー

政
府
の
四
次
に
わ
た
る
不
況
対
策
状
態
か
ら
脱
却
、
除
々
に
回
復
基
翻

の
実
施
に
も
か
か
わ
ら
ず
絵
と
し
に
乗
り
つ
つ
ぁ
る
と
思
え
る
」
と
現

て
低
迷
を
続
け
る
わ
が
国
経
済
、

状
を
説
明
。

は

た
し
て
今
後
の
景
気
見
通
し
は

ま
た
金
融
政
策
に
つ
い
て
「
咋
年

当
所
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
情
勢
を
の
秋
以
降
、
金
融
を
谿
し
て
き
た

て
ら
し
合
わ
せ
、
奈
良
経
済
同
友
会
が
、
現
状
系
気
回
復
に
見
合
う
と

と
共
催
で
、
日
本
銀
行
大
阪
支
店
長
思
わ
れ
る
の
で
、
と
れ
以
上
緩
和
t

の
中
川
幸
次
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
「
る
必
要
は
な
い
。
と
れ
以
上
緩
和
す

今
後
の
貫
見
通
し
」
と
題
し
姦
る
と
イ
ン
フ
レ
の
傾
向
が
で
る
よ
う

演
会
を
開
催
し
だ
。

K
思
う
」
と
語
っ
た
。

冒
頭
演
壇
に
立
っ
た
中
川
氏
は
、

「

ま
系
気
の
現
状
に
ふ
れ
「
自
動
車

■
才

器
関
係
を
中
心
に
し
た
輸
出
の
伸

長
な
ら
び
に
国
内
に
羚
け
る
個
人
消

費
の
増
加
な
ど
を
み
る
時
、
最
悪
の

是

J

象

J
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1
1
蓄
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茎
1
゛
重
釜
多
卓
ミ
゛
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1
1
毛
1
優
ξ
重
ぎ
斈
1
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ヨ
亨
亘
J
1
昏
室
玉
'
三
三
今
'
急
ξ
三
写
冨
'
三
1
で
多
ミ
忌
1
忌
1
1
「
1
i
{
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1
手
才
1
-
ミ
ー
'
三
1
'
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、
と
キ
圭
き
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一

喜
一
、
.
~

昭
和
馴
年
度
県
小
売
商
業

高
度
化
資
金
貸
付
要
項
き
ま
る

-
ー
ー
ー

お
り 昭

和
五
十
一
年
度
の
県
小
売
商
業

高
度
化
資
金
の
貸
付
要
項
が
と
の
ほ

ど
発
表
さ
れ
た
。

と
の
融
資
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

六
冴
十
五
日
ま
で
県
商
工
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
要
項
は
次
の
と

、f
＼

の
う

も
よ

の
し

な
ま、

ん

し
み
使

き
こ1
1気電

、
ヘ

▽
貸
付
を
う
け
る
者
の
資
格

山
資
本
金
ま
た
は
出
資
金
が
ズ
 
0

0
0
万
円
以
下
の
会
社
、
又
嬉
第

時
使
用
t
る
璽
員
が
五
0
人
以

下
の
会
社
、
し
く
は
個
人
及
び
事

詣
同
組
合
、
事
業
協
同
小
組

貪
企
業
組
合
も
し
く
は
棚
同
組

合
。

②
県
内
で
引
続
き
一
年
以
上
主
た
る

職
業
と
し
て
小
売
商
業
を
営
ん
で

い
る
も
の
。

③
①
お
よ
び
②
で
あ
っ
て
も
、
飲
食

店
、
自
動
車
販
売
店
、
木
材
建
築

材
料
店
、
農
機
具
店
、
桜
械
及
び

同
部
品
販
売
店
、
鋼
材
店
、
工
具

店
、
肥
料
飼
料
店
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
(
石
油
製
品
販
売
店
)
等

サ
】
ビ
ス
響
業
の
重
要
な
部
門

と
な
っ
て
い
る
業
種
及
び
商
品
の

大
部
分
を
倉
疫
収
納
し
て
お
い

て
も
余
り
営
業
に
支
障
の
な
暴

受
付
は
六
月
十
五
日
ま
で

種
は
貸
付
対
象
か
ら
除
く
。

▽
貸
付
対
象
及
ぴ
貸
付
額

〔
別
表
〕

マ
償
還
方
法

①
貸
付
金
の
額
三
0
万
円
以
下

六
力
月
据
置
後
一
年
六
力
月
以
内

に
均
等
半
年
鳳
償
還

②
貸
付
金
の
額
三
0
万
円
を
こ
え
一

0
0
万
円
以
下

一
年
据
置
後
二
年
以
内
に
均
等
半

年
賦
償
還

③
貸
付
金
の
額
-
0
0
万
円
以
上

奈

一
年
据
置
後
三
年
以
内
に
均
等
半

年
償
逮

▽
貸
付
条
件

①
そ
の
店
舗
が
原
則
と
し
て
商
店
街

又
は
少
な
く
と
、
小
売
商
店
が
数

店
以
上
密
集
t
る
地
域
に
あ
る
と

5

イ

4

◎

、
、

篭
、

貸

i

と
。

②
店
舗
の
新
設
な
ら
び
に
全
面
改
造

の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

セ
ル
フ
化
、
経
営
合
理
化
の
場
合

こ
の
限
り
で
な
い、

0

③
連
鎖
化
に
ょ
る
支
店
、
分
店
業
に

つ
い
て
は
レ
ギ
ユ
ラ
ー
チ
エ
ー
ン

と
し
て
チ
ェ
ー
ン
化
鑒
の
た
め

に
新
設
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
店

の
経
営
全
般
に
つ
き
総
合
的
な
経

喜
断
を
受
け
る
場
合
の
み
貸
付

対
象
と
し
、
店
舗
の
建
讐
等
の

ノ

f

緑
か
に
権
利
金
、
敷
金
、
保
証
金

を
貸
付
対
象
と
t
る
。

④
店
舗
を
含
む
住
宅
を
改
築
t
る
場

合
は
、
売
場
面
積
が
建
物
延
面
積

の
三
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

⑤
セ
ル
ワ
・
サ
ー
ビ
ス
方
式
に
ょ
る

販
売
を
行
な
う
場
<
口
、
そ
の
貸
付

対
象
設
備
は
ゴ
ン
ド
ラ
、
シ
,

ケ
ー
ス
、
金
銭
登
録
器
、
冷
凍
冷

蔵
設
備
、
チ
ェ
ッ
ク
ァ
ウ
ト
台
、

ラ
ベ
ル
マ
シ
ン
、
高
周
波
ミ
シ
ソ

自
動
ぱ
か
り
竺
寸
セ
ル
フ
・
サ
ー
ピ

ス
方
式
に
ょ
る
販
売
忙
必
要
な
設

備
器
貝
で
あ
る
と
と
。

⑥
電
子
分
類
計
算
機
は
電
子
構
造
で

三
十
分
類
以
上
で
き
る
機
能
を
有

し
、
商
品
管
理
化
に
寄
与
t
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

ー
ー
]
冒
1
 
1
 
E
 
1
 
{
ー

、

ノ

必
要
と
鬻
ら
れ
る
資
金
の
玉
以
内
の

金
額
た
だ
し
三
0
0
万
円
を
限
度
と
t

る
。

貸

)

双

、

コ
ー
ー
ー
ー
'
ー
ー
コ
ー
 
f
1
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②
チ
エ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
の
発
達

ア
メ
リ
カ
で
云
っ
チ
ェ
ー
ン
ス
ト

ア
、
シ
ス
テ
ム
と
は
基
本
的
に
同
じ

型
の
三
店
舗
以
上
の
店
が
あ
る
シ

ス
テ
ム
を
云
う
が
、
基
本
的
に
同
じ

型
と
は
抵
ぼ
標
準
化
さ
れ
だ
店
と
い

う
と
と
で
店
の
規
模
、
店
の
名
前
、

取
扱
い
商
品
の
種
類
と
価
格
、
経
営

方
法
な
ど
が
同
じ
で
あ
る
と
と
を
い

屋

う
0

と
れ
は
ア
メ
リ
カ
で
は
デ
ベ
ロ
ッ

ー
の
力
が
専
門
店
の
力
よ
り
も
強

0
＼く

有
力
な
専
門
店
の
み
が
デ
ベ
ロ
ッ

バ

ー
か
ら
セ
レ
ク
ト
さ
れ
る
結
果
で

あ
り
、
自
店
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ

ン
グ
を
確
立
し
て
い
る
チ
ェ
ー
ン
ス

ト
ア
ー
の
み
が
シ
,
ツ
。
ヒ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
内
に
出
店
が
可
能
と
な
る
。

わ
が
国
で
は
大
型
店
が
出
店
t
る

場
合
、
地
元
テ
ナ
ン
ト
優
先
等
の
条

件
が
付
与
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、

米
国
の
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ン
リ
ー

の
考
え
方
で
あ
り
、
そ
れ
で
あ
る
か

ら
と
そ
シ
,
ツ
。
ヒ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

発
展
が
約
束
さ
れ
る
と
い
っ
て
ょ

し
た
が
っ
て
わ
が
国
の
百
貨
店
や

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
あ
る
百
貨
店
は
た

と
え
三
以
上
の
店
舗
を
所
有
し
て

い
て
も
立
地
に
ょ
っ
て
規
模
や
デ
ザ

イ
ン
、
あ
る
い
は
取
扱
品
種
が
異
っ

て
い
る
場
合
、
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア

シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
と
い
ぇ
る
。

例
え
ば
イ
ー
ス
ト
リ
ツ
ヅ
シ
.
ツ

。
ヒ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
シ
ア
ー
ズ

の
店
は
七
、
四
五
五
坪
あ
り
、
ロ
ス

ア
ン
ゼ
ル
ス
郊
外
の
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ

近
く
の
セ
リ
ト
ス
市
に
あ
る
ロ
ス
セ

リ
ト
ス
シ
ョ
ッ
。
ヒ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内

の
シ
フ
ー
ズ
の
店
は
七
、
八
四
0
坪

で
恢
ぼ
同
じ
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
大
型
店
だ
け
で
な
く
シ
ヨ

X
ヒ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
入
居
t
る
専

門
店
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
フ
プ
ン

ン
ヨ
ン
ス
ト
ア
、
カ
ジ
ユ
ア
ル
シ
ョ

ツ
プ
、
セ
グ
メ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
、
ど
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
女
1

に
行
っ
て
も
同
じ
店
が
出
店
き
れ
て

い
る
。

が
厳
し
く
な
い
と
の
知
轟
を
も
っ
て

い
た
が
、
国
土
に
お
い
て
二
五
分
の

一
、
人
口
に
太
い
て
二
分
の
一
の
わ

が
国
の
小
売
店
数
が
ア
メ
リ
カ
の
小

売
店
数
と
抵
ぽ
同
じ
と
い
う
条
件
を

み
た
と
昼
お
要
因
は
別
に
あ
る
と

い
う
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
中
小
小

売
商
業
者
に
対
t
る
綴
育
成
が
す

t
み
、
自
ら
の
革
新
の
芽
が
育
た
な

い
と
t
る
な
ら
、
そ
れ
は
小
売
業
自

身
ま
た
消
費
者
密
身
に
と
っ
て
も
利

益
は
何
ら
見
い
出
せ
な
い
と
と
に
な

ろ
う
。

、
0

し
な
お
ま
た
チ
エ
ー
ン
ス

ト
ア
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
・
シ
ス

テ
ム
の
展
開
が
急
で
あ
り

わ
が
国
で
も
み
ら
れ
る
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
、
ス
ト
ア

飲
食
サ
ー
ビ
ス
等
の
店
舗

が
多
く
み
ら
れ
た
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
規
模
の
利

益
追
求
と
コ
ス
ト
の
削
減

に
ょ
る
合
理
性
を
追
求
し
一
,

.

て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
小
売
ノノ

、

ノ

業
の
競
争
の
厳
し
さ
を
み

る
思
い
力
し
た
。

わ
が
国
に
お
い
て
チ
エ

ー
ン
シ
ス
テ
ム
化
が
進
ま

な
い
の
は
そ
こ
ま
で
環
境

'

j
 
,
、

る
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
は
シ
ア
ー
ズ
製

流
通
の
各
段
階
を
タ
テ
に
統
合
t
る
ど
G
M
S
の
戦
略
と
な
っ
て
あ
ら
わ

と
と
を
垂
直
統
合
と
い
い
と
れ
は
わ
れ
て
太
り
店
頭
で
は
P
B
商
品
と
な

で
あ
り
、
と
れ
ら
シ
ア
ー
ズ
、
 
J
 
・

が
国
で
も
メ
ー
カ
ー
が
小
売
店
を
所
っ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
大
手
ス
ー

C
ぺ
ニ
ー
の
電
気
製
品
は
電
機
メ
ー

生
協
等
が
積
極
的
に
と
り
く

カ
ー
の
製
品
よ
り
一
般
の
家
庭
で
愛

有
し
卸
機
能
を
果
た
し
生
産
←
卸
←

0
＼

、

小
売
の
全
流
通
シ
ス
テ
ム
を
支
配
し
ん
で
い
る
が
取
扱
品
種
に
お
け
る
ウ

と
と
で
あ

用
さ
れ
て
い
る
と
い
う

て
い
る
と
と
が
み
ら
れ
る
。
と
の
場
エ
イ
ト
は
き
わ
め
て
低
い
。
例
え
ぱ

る
。

A
口
、
ナ
シ
"
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
(
メ
】
ダ
イ
エ
】
で
最
も
P
B
商
品
の
ウ
エ

な
船
ま
た
専
門
店
に
お
い
て
も
シ

"
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
入
居
t
る

カ
ー
の
票
)
と
し
て
発
展
し
て
い
イ
ト
の
高
い
食
品
関
係
で
P
B
化
率

場
合
、
核
店
が
三
1
四
店
あ
り
更
に

る
と
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
は
二
0
%
強
と
い
う
と
と
だ
が
、
 
G

専
門
店
が
-
0
数
店
あ
る
た
め
価
格

一
方
と
れ
と
は
逆
に
小
売
業
生
 
M
S
で
は
全
体
で
七
0
1
八
0
%
に

競
争
を
し
て
い
た
の
で
は
競
争
に
打

産
←
卸
←
小
売
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
も
逹
す
る
と
い
う
。

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
郊
外
の
ト
ラ
ン

と
と
が
ア
メ
リ
カ
で
は
進
行
し
て
い

ち
勝
つ
と
と
が
で
き
ず
、
競
合
し
な

い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
分
野
を
持
つ
と
と

(
つ
つ
く
)

る
。
と
れ
は
怨
で
も
の
ぺ
た
と
お
ス
市
に
在
住
の
日
系
人
宅
を
訪
問
し

(
県
中
小
企
業
総
合
指
導
所
々
員
)

と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
製
品
差
別
化
の

り
、
シ
ア
ー
ズ
や
J
 
・
 
C
ぺ
ニ
ー
な
た
際
、
そ
の
家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い

一
、
:
三
一
,
三
三
三
.
三
一
、
:
二
三
一
=
一
:
一
三
一
、
三
三
一
一
一
.
ニ
ニ
一
:
一
三
一
=
一
三
二
二
三
一
三
=
一
、
・
ニ
ニ
一
.
、
三
三
一
一
一
・
早
串
一
二
三
三
〒
三
冨
.
三
三
三
一
、
、
一
一
三
.
三
三
=
、
、
三
一
一
.
三
=
=
一
一
一
・
二
一
=
一
三
三
妄
二
一
一
一
一
.
、
三
一
=
一
一
一
二
一
一
一
一
一
三
三
三
一
.
一
一
:
一
二
三
一
=
一
冒
二
一
三
一
二
丑
=
一
、
一
、
』
一
』
=
.
二
一
三
一
一
子
二
一
一
-
1
三
一
=
一
一
=
一
,
一
一
一
一
三
=
=
一
一
.
、
二
三
、
二
一
三
=
三
』
-
ー
、
.
、
三
三
乏
一
.
二
三
一
二
三
一
=
一
、
,

工
計

6

③
製
品
差
別
化
が
進
ん
で
い
る

生
産
←
卸
←
小
売
←
消
費
と
い
う

、
j
 
交
ノ

ノ
'

西

ノ

ノ

、

y

リ

(

問
題
で
あ
る
。
独
自
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

製
品
、
あ
る
い
は
セ
グ
メ
ン
ト
シ
"

ツ
プ
な
ど
そ
れ
ら
は
見
1
個
性
を

発
揮
し
シ
.
ツ
。
ヒ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

中
に
溶
け
と
ん
で
い
る
。

つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
の
シ
"
ツ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
】
は
巨
大
さ
だ
け
を
売
り

物
に
す
る
の
で
捻
な
く
、
マ
ー
チ
ャ

ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
の
力
に
ょ
っ
て
小
さ

く
と
も
禦
経
祭
で
き
る
と
い
う

と
こ
ろ
に
、
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
思

わ
れ
た
。

、

J

ノ

ノ

4

一

ん

ノ

し
て
と
れ
を
企
業
者
に
貸
与
、
一
定

期
間
後
譲
渡
す
る
制
度
で
す
。
要
項

は
次
の
通
り
。

マ
貸
与
を
受
け
ら
れ
る
方

需
近
代
化
資
金
の
貸
付
対
条

0

種
(
建
設
業
を
除
く
)
な
お
、
小

売
、
卸
売
業
は
一
部
を
除
き
対
象

釜
と
な
っ
て
い
る
。

従
業
員
数
二
0
名
以
下
(
小
売
、

0

卸
売
、
サ
ー
ビ
ス
業
五
人
以
下
)

の
企
業

最
近
二
事
業
年
度
の
平
均
利
益
が

0

八
0
0
万
円
以
下

V
貸
与
条
件

0
貸
与
額
の
限
度
一
余
当
り
二

0
万
円
以
上
一
、
二
0
0
万
円
以

下貸
与
期
問
四
年
六
力
月

0

,
ユ
盟

、

J

貸
与
損
料
貸
与
残
額
に
対
し
年

0

型
五
%
半
年
ビ
と

保
証
金
貸
与
額
の
-
0
%

0

返
済
方
法
原
則
と
し
て
一
力
年

0

据
置
四
年
均
等
半
年
賦
貸
与
時

に
九
枚
の
手
形
を
預
け
、
元
金
分

と
損
料
分
を
同
時
に
納
付
す
る
。

0
連
帯
保
証
人
県
内
在
住
で
伎
務

を
保
証
t
る
資
産
の
あ
る
方
二
名

以
上

▽
申
込
方
法

申
込
用
紙
に
・
最
近
二
力
年
の
決

算
書
(
白
色
印
告
の
方
は
所
得
税
市

告
書
控
)
の
写
・
前
年
度
の
県
税
及

び
市
町
村
税
の
納
税
証
明
書
・
申
込

設
備
の
カ
タ
ロ
グ
及
び
見
積
書
を
添

付
の
う
え
県
中
小
企
振
興
公
社
(
県

庁
内
)
か
当
所
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

ノ

ノ

、

ノ

ノ
ノ
υ

デ
,
史
'
、
ハ

ν

、
ノ

ノ

7

J
 
、
ノ
闇
ノ
ノ
〕
、
ノ
ノ
ノ
 
J
 
J
 
/

"
-
 
J
 
ノ
〕
ノ
ノ
ノ
 
Y
 
、
 
J
 
゛

,
,
.
乏
ヨ
゛
▲
'
イ
ー
ノ
'
ご

ノ

昭
和
引
年
度

設
備
近
代
化
貸
付
要
領
決
ま
る

J
 
"
、

J

〕

ノ
ノ
 
J
 
/

、

,
、
ハ
、

J

申
込
み
は
五
月
二
十
日
ま
で

県
商
工
課
で
は
、
と
の
椴
ど
昭
和
に
発
注
、
か
つ
設
置
完
了
す
る
も
の

五
十
一
年
度
の
設
備
近
代
化
資
金
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
対
象
企
業
、
対
象
設
備
な

貸
付
要
領
を
発
表
し
た
。

と
の
制
度
は
、
中
小
企
券
代
化
ど
詳
細
は
県
商
工
課
ま
で
問
い
合
わ

資
金
等
助
成
法
及
び
奈
良
県
中
小
企
せ
の
う
え
、
五
月
二
十
日
ま
で
に
市

業
近
代
化
資
金
貸
付
規
則
に
基
づ
い
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

て
中
小
企
業
者
に
対
し
、
経
営
の
合

設
備
貸
与
制
度

理
化
の
た
め
の
設
備
設
置
に
要
す
る

一
一
=
=
=
一
一

資
金
を
長
期
無
利
息
で
貸
付
け
る
も

長
期
で
低
利

の
。

補
貸
与
制
度
を
ビ
存
知
で
t
か

概
要
を
み
る
と
、
貸
付
金
額
は
一

0
万
円
1
八
0
0
万
円
、
纂
方
法
と
の
制
度
は
中
小
企
業
、
特
に
小
規

は
一
年
据
置
四
年
均
等
の
年
賦
黛
模
企
業
の
設
備
近
代
化
、
合
理
化
を

対
象
設
備
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
中
図
る
た
め
公
社
で
機
械
設
備
を
購
入
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PM 6:30~ 9

良心的な価格・正札販売の店
慕しに奉仕
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手
続
き
が
簡
単

安
心
し
て
ま
か
せ
る

1
労
働
保
険
事
務
組
合
1

と
れ
が
「
労
働
保
険
事
務
組
<
口
」

で
す
。手

続
き
は
簡
単
、
あ
な
た
の
事
業

所
合
理
化
に
会
議
所
の
労
働
保
険
事

務
組
合
を
ビ
利
用
く
だ
さ
い
。

(
担
当
石
田
)

労
災
保
険
や
失
業
保
険
の
手
続
き

が
女
,
ら
わ
し
い
と
思
っ
て
お
ら
れ

る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

当
所
で
は
、
と
の
よ
う
な
事
業
主

の
方
に
代
わ
り
、
為
保
険
料
の
申

告
、
納
付
や
各
種
の
届
出
等
を
代
行

す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。耶

清
水
さ
ん
合
格

一
級
販
売
士
検
定

去
る
二
月
二
十
五
日
実
施
さ
れ

た
一
級
販
売
士
検
定
の
結
果
が
と

の
服
ど
日
商
か
ら
発
表
さ
れ
、
当

所
管
内
受
験
者
二
十
二
名
の
う
ち

側
阪
奈
飯
田
の
沽
水
雅
也
さ
ん

全
九
)
〔
写
真
〕
が
合
格
し
た
。

清
水
さ
ん
は
勤
続
二
十
年
の
べ

テ
ラ
ン
で
現
在
、
同
社
の
小
売
部

長
。

一
級
販
売
士
に
合
格
し
た
と
と

税
の
話
題

「
マ
イ
ニ
チ
マ
イ
ニ
チ
ボ
ク

ラ
ワ
テ
ッ
バ
ン
ノ
ウ
エ
デ
ヤ

カ
レ
テ
ィ
ヤ
ニ

ナ
ッ
チ
十
ウ
ヨ

:
」と

の
奇
抜
な
歌

詞
の
「
お
よ
げ
ノ
,

た
い
や
き
く
ん
」

の
レ
コ
ー
ド
は
童

謡
で
税
金
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

ー
こ
の
抵
ど
国

税
庁
で
は
、
と
の

レ
コ
ー
ド
を
非
課

税
物
品
と
判
断
。

話
題
に
な
っ
て
い

た
税
金
問
題
に
終

止
符
を
う
っ
た
。

と
の
レ
コ
ー
ド

は
歌
詞
の
と
お
り

型
に
は
ま
っ
た
人

生
に
や
け
を
お
と

し
た
,
た
い
や
き

く
ん
"
が
海
に
脱

出
t
る
と
い
う
も

の
。発

表
き
れ
た
の
は
昨
年
の
十
二
月

二
十
五
日
。
そ
の
売
行
は
す
ビ
く
、

0

に
関
し
「
グ
メ
だ
と
思
っ
て
い
た

が
合
格
で
き
て
う
れ
し
い
。

現
在
三
百
七
十
万
枚
と
も
言
わ
れ
、

と
れ
ま
で
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
た
"

女
の
み
ち
"
三
百
三
十
万
枚
を
怪
く

突
破
。

と
の
後
四
百
万
枚
の
大
台
も
捗
で
は

な
し
力
心
し
れ
な
い

と
こ
ろ
で
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
が
童

謡
か
歌
謡
曲
か
関

係
者
に
と
っ
て
大

変
な
問
題
だ
っ
た

と
い
う
の
も
、

0J
り
し
と
の
レ
コ
ー

ド
が
童
謡
で
あ
れ

ぱ
、
物
品
税
法
施

行
令
別
表
第
一
の

璽
日
機
用
又
は

磁
気
音
声
再
声
桜

用
の
レ
コ
ー
ド
」

の
規
定
に
ょ
り
非

課
税
と
な
る
が
、

逆
鞭
謡
曲
と
な

れ
ば
少
な
く
見
積

つ
て
も
一
億
円
を

超
え
る
税
金
が
か

か
っ
て
く
る
か
ら

*
,

、
'
'

今
後
、
と
れ
を
一
つ
の
契
桜
と

し
て
販
売
業
界
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
、
ま
た
後
輩
の
指
導
に
尽
く
し

て
ゆ
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

婦
人
会
活
動
の
活
発
化
を

タ
リ

Jレ

札
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ブ
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^
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ノ

ダ
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影
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だ
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スリJ

.タト

新
年
度
の
璽
計
画
等
を
審
議
す

る
当
邪
人
会
通
常
総
会
は
、
四
月

二
十
二
日
、
野
村
会
長
低
か
三
十
三

名
の
出
席
に
ょ
り
奈
良
国
際
ホ
テ
ル

に
船
い
て
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
総
会
で
は
、
婦
人
会
運
営

の
よ
り
一
層
の
活
発
化
を
は
か
る
と

と
に
議
論
が
集
中
、
従
来
の
役
員

会
、
例
会
に
加
え
、
各
種
新
事
業
を

実
施
t
る
と
と
に
な
っ
だ
。

新
規
に
実
施
さ
れ
る
も
の
は
、
各

種
委
員
会
(
総
務
・
会
員
・
保
健
・

二
吊
一
一
=
=
二
三
三
二
二
昌
=
晋
二
三
=
一
一
冨
己
,
早
:
一
.
ニ
=
一
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ニ
.
ニ
=
=
冒
,
.
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一
二
=
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ニ
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=
】
=
ニ
ニ
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器
=
:
C
.
/
f
.
二
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=
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ニ
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=
:
.
e
、
一
晋
二
=
=
一
=
=
ニ
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=
一
:
:
三
:
.
=
.
昂

、

ι

え
レ
イ
グ

畷
む
制
、
め

淀
戸

剣
1
"

奈
良
西
寺
林
商
店
街

)
)
伽
1
2
3
1
1
代

、
、
 
i

一
、
ノ1

、
、
)力

く

タ一ヨ
"
一

8

、

J

9

当
所
婦
人
会
総
会
開
く

文
化
教
養
、
・
 
P
R
 
・
社
会
開
発
)
の

誰
、
趣
味
の
会
(
馬
酔
木
・
練

さ
ん
ぽ
・
、

同
人
の
山
中
三
木
氏
を
迎
え
て
俳
句

の
会
を
つ
く
る
)
の
発
足
等
:
と
な

つ
て
い
る
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
二
時
よ
り

春
日
大
社
宮
司
の
花
山
院
親
忠
氏
の

講
話
を
拝
聴
、
午
後
四
時
t
ぎ
当
日

の
日
程
を
終
了
し
た
。

な
お
、
新
年
度
よ
り
役
員
会
日
が

第
四
火
曜
日
、
例
会
日
が
讐
火
燿

日
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

'
f
-
、

ノ

お
好
み
呉
服

ノ
ノ

/
、
、

羨
、
タ

、
ト

之
・
ソ

j
 
、
一

一
、
、

一
師

J

「

し
か
し
、
結
果

は
、
歌
詞
、
メ
ロ

デ
ィ
ー
、
ジ
十
ケ

ツ
ト
な
ど
総
合
的

に
み
て
童
謡
と
い

う
と
と
で
あ
っ
さ
り
ケ
リ
が
つ
い

た
。

三
一
一
.
二
三
宅
一
=
.
一
三
一
:
三
三
一
=
三
三
一
一
一
=
.
〒
亨
.
=
三
芋
一
二
三
言
三
ι
.
一
一
"
二
三
ヨ
一
"
.
二
三
芸
一
,
三
.
子
三
三
三
=
一
三
三
=
一
三
三
:
一
三
三
マ
・
三
=
一
=
.
三
三
一
:
:

ノ
.

第兜号(第三種郵便物認可)

月曜日

水曜日

法律相談

木曜日

経理・税務相談

奈良会議所ニュース

金曜日

特許相談

当所では会員サービスの一環として専門相
談室を設けております。
お気軽にビ利用くだきい。なお利用きれる

方は事前(前日可)に当所までビ連絡くださ
い。

金融相談

10:00~12:00

13:00~15:00

13:00~15:00

昭和51年5月10日(毎月1回10日発行)

(社宅〕受付期間 4月1日~5月31日
口申込者で建設敷地は準備していただき、公団で建設は行います。
ロー定の公団資金を建設費に充当し、 15年又は20年(年利9.00%)の長期割賦

返済でt。
口昭和51年度基準工事費(公団資金を充当できる額)は次のとおりです。
※施設とは住宅等に併設される事務所等です。

社宅、賃貸アパート建設は住宅公団の特定分譲住宅で

種

世帯向住宅

単身者
特殊基礎

植栽園地

55

〔民営賃貸用特定分譲住宅〕受付期間 4月1日~5月31日
口お手持ちの士地でアパート経営を希望される方のために公団が建設します。
口公団資金を建設費に充当し、 30年(年利当初10年間5.5夕6、残20年9.00%)の

長期割賦返済です。
口詳細については当公団にビ相談ください。

55'~60'未満
d

60

別

百
'P
宿

世帯向

満
位

→"・

上

第兜号(第三種郵便物認可)

必要なとき、必要な場所て、必要な車
ご利用い九だけます。お気軽にお電話

中小企業等

1人当
1戸当
1人当
1戸当
1人当
'当

5,360,000円

設

5,820,000円

者

6,210,000円
2,080,000円

大企業
4,290,000円

170,000円

4,660,000円
4,970,000円

50,000円

1,670,000円

19,000円

船由し込み先・ー・
奈良県土木部建築課

奈良市登大路町
TE L (0742) 22-1101

6,000円
82,000円

奈良会議所ニュース

太問い合わせ先・ー・
日本住宅公団関西支社

特定分譲住宅課
大阪市城東区
森之宮1丁目 6番85号

TE L 大阪(06)968-1717

、必要な時間光け
ださい。

昭和51年5月10日(毎月1回10日発行)
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経営の合理化に

月づきわずかなりース料てトヨタの新車が
利用てきます。お気軽にご相談ください。

^●●●●●●●●●●●

、^

トヨqレPqリース奈良1最御鵬

車のご用、うけたまわります



咽
サ
ン
フ
ー
ズ

サ
な
ら
何
で
も
そ
ろ
う
ぺ
ッ
ト
フ
】

ド
の
卸
専
門
店
、
県
下
で
は
唯
一
の

会
社
。創

業
し
て
か
ら
四
年
余
り
と
い
う

若
い
会
社
で
も
あ
る
。
販
売
先
は
米

専
門
店

る
。
地
域
的
に
み
れ
ぱ
、
西

奈
良
地
区
や
生
駒
郡
の
新
興

地
域
に
船
け
る
普
及
傾
向
が

強
い
と
い
う
と
と
で
あ
る
。

ま
た
不
況
に
左
右
さ
れ
な

一
、
、

一
、

)
●
一
、

{
、
ヘ
ノ
,

い
こ
と
も
強
み
の
一
つ
。
食

料
品
関
係
は
不
況
に
強
い
と
言
わ
れ

る
が
、
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
に
関
し
て
も

同
様
の
と
と
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。

同
社
の
村
田
専
務
は
「
ど
ぅ
い
う
わ

け
か
、
不
況
に
な
れ
ぱ
、
ペ
*
ト
を

飼
う
人
が
増
え
る
よ
う
で
t
」
と
も

季
。
咋
今
の
不
況
で
青
息
吐
息
の

芽
'
驫
一
与
;
.
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坂
井
折
箱
工
芸

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
に

折
箱
を
献
上

穀
店
、
ス
ー
バ
ー
関
係
を
中
心
に
、

県
下
一
円
は
も
と
よ
り
京
都
府
の
一

部
に
ま
で
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
伸
ぱ

し
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
フ
ー
ズ
と
は
、
あ
ま
り
馴

染
み
の
な
い
商
品
だ
が
業
績
は
好
調

だ
と
い
う
。
県
下
で
唯
一
と
い
う
ユ

ニ
ー
ウ
性
も
あ
る
が
、
や
は
り
、
ペ

ツ
ト
の
一
般
的
な
普
及
が
考
え
ら
れ

、
》
P
シ
^
《
ξ
ミ
^
》
二
弓
《
ぐ
》
》
》
^
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》
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今
》
、
乏
、

《
《
名
《
《
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^
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志
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武
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お
菓
子
や
料
理
に
使
わ
れ
る
折
箱

の
製
論
老
で
あ
る
。
が
、
屋
号
に

工
芸
と
つ
い
て
い
る
点
に
ビ
注
目
い

た
だ
き
た
、
0

し

創
業
は
四
十
年
の
十
一
月
。
ビ
主

人
の
奥
き
ん
の
実
家
が
折
箱
業
者
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
事
業
を
開
始
。
し

会
社
が
多
い
な
か
、
何
と
も
う
ら
や

ま
し
い
話
で
あ
る
。

今
後
の
方
針
と
し
て
「
販
売
先
の

充
実
を
は
か
る
た
め
、
流
通
桜
構
の

洗
俗
し
を
実
施
し
て
ゆ
き
た
い
」

と
話
す
村
田
さ
ん
。

ど
ぅ
や
ら
今
ま
で
馴
染
み
の
苅
か

つ
た
ぺ
ー
ト
フ
ー
ズ
も
、
消
費
者
の

中
に
契
に
侵
透
し
て
き
て
い
る
と

言
え
そ
う
で
あ
る
。
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市
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寺
本
町
八
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十
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松
井
弘
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▽
従
業
員

数
・
四
名
▽
資
本
金
・
五
0
0
万
円

T
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0
三
0
三

し
た
。『

校
倉
折
」
が
鬻
ら
れ

る
時
は
そ
う
遅
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
五
十
年
の
五

月
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
圭

の
時
で
あ
る
。
卸
し
業
者
な

5

ど
の
風
評
に
ょ
り
坂
井
さ
ん
は
、
こ

の
折
箱
を
献
上
す
る
栄
を
得
た
の
で

あ
る
。
と
の
話
を
聞
い
て
か
、
近
々

宮
内
庁
か
ら
の
ビ
用
達
も
あ
る
と
い

か
し
、
こ
の
業
界
も
販
売
ル
ー
ト
が

既
存
の
業
者
で
占
め
ら
れ
て
お
り
割

り
込
む
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か

つ
た
。
、
こ
こ
に
坂
井
さ
ん
の
苦
悩
が

始
ま
る
。
「
折
箱
を
他
に
伸
ぱ
す
方

、

法
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
、
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
t
日
が
続
い
た
。
失
敗
作

は
ト
ラ
ッ
ク
数
台
に
も
及
ん
だ
。

そ
の
末
、
思
い
つ
い
た
の
が
、
正

倉
院
に
見
ら
れ
る
後
倉
作
り
"
を

取
り
入
れ
る
と
と
で
あ
っ
た
。
坂
井

さ
ん
は
、
と
れ
に
『
校
倉
折
」
と
名

付
け
、
各
業
界
に
売
り
込
み
に
回

る
一
方
全
国
折
箱
大
会
に
も
出
品

う
0

子

「
今
後
も
、
折
箱
工
芸
と
い
う
名

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の

1

店

2
女 立

、
 
J
-

惚

削ノ

.

、/

に
恥
じ
な
い
よ
う
、
手
於
け
風
の
折

箱
や
、
花
器
に
も
使
え
る
折
箱
の
研

究
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
」
と
話
t
坂

井
さ
ん
。
伝
統
工
芸
が
ひ
っ
そ
り
と

生
き
づ
く
古
都
奈
良
に
ふ
さ
わ
し
い

仕
事
だ
と
思
わ
れ
た
。
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三
条
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販
⑳
二
四
一
五
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設
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吉

田
捨
次
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横
井
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三
丁
目
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三
九
1

一
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建
築
業
・
卿
0
九
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萩
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縫
工
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・
萩
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夫
・
法
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縫
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⑳
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馬
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六
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⑳
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光
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八
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左
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⑳
八
七
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0
▽
た
つ
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屋

辰
己
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木
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町
三
丁
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類
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販
・
⑳
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四
七
▽
工
ミ

ヤ
紙
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井
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元
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寺
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三
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紙
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藤
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藤
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寺
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四
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技
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・
⑳
三
五
六
六
▽
関
西
学
習
学
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黒
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昌
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・
富
雄
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町
二
丁
目
三

.五
五
1
五
・
私
塾
経
営
・
⑬
二
七
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二
▽
塚
本
ミ
シ
ン
雑
貨
店
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塚
本
勇

・
今
市
町
七
三
九
・
ミ
シ
ン
雑
貨
販

⑳
六
七
九
八
▽
今
西
本
店
・
今
西

.

1

年

犬
、
猫

2

工

1

年

男

3

各

8

4

第兜号(第三種郵便物認可)

性別肱 職

11゛、_1?÷:
..

t4ヅぐ.、,

1シ十一
リングエ

.ー

^̂

ーノ

゛、T'J':、、、.」.N冒

'、■'

'、'J、
、.・:1.」 ・:」,'.." J.、"、、...、.. U.. A三.,,

.マ、,邪'イ、.・....、ー゛』゛

とび職

設計積算

機械工

J一闘..゛"、、
区■

:' J ..ー".、
^.^■

奈良会議所ニュース

経

、''

シャーリングエ

戸とび職 5年
・1築手伝 3年

自動車
鈑金

"1,取金、、、珊"町如杯"匪畦"1。無兆唆"

,- J →

栄養士

積算 10年

・.都美幸隱

服飾デザイ
ナー(見習)

ト..舉. Ji.;ト;

^■.

1冒闇■

現場かんとく
フライス旋盤
研マ 20年

医療事務

140,000円

自動車鈑金6年

歯科衛生士

■.ヨ」
ι.、」、J)闘

150,000円
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.30~17.001
'(日昭) 1

120,000円

80,000円

4月29日掲載分

奈良市

奈良市

奈良市

奈良市

設計・計画・監理

中卒

中卒
大
(建築)
助
(機械)
中卒(毛良市外
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1 短大卒栄養士
高卒

局卒

高校卒衛生士

菓子、
冷凍

'局卒

お
食品
冷菓

子は徳村
種奈良県代理

徳村 商
代表 1恵

奈良市大森町24番地
奈良市川ノ上町N番地

奈良会議所ニュース
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冷凍冷菜部
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